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間
の
不
均
等
発
展
を
是
：
 

正
す
，る
'
こ
と
に
、
そ
の
闫
的
の
す
ベ
て
が
あ
ろ
.ぅ
0.

し
か
、し
、.
経
済
援
助
.に
ま
つ
わ
る
間
題
点
か」

殆
ん( 

ど
辋
羅
し
て
い
る
が
、
全
般
に
、
表
面
的
に
ふ
れ
る 

に
と
.ど
ま
.り
、
’
深
い
分
析
が
.行
な
わ
れ
ず
、
と
く
に

:

、最
_

發

潘

蟹

_

舊
敗
経
资
発
嚴
办
_

:

に
は
そ
の
援
助
を
い
か
な
る
分
野
.に
配
分
、す
べ
き
か 

■
の
分
析
を
次
い
'
て
い
蚤
の
は
、
残
念
に
啟
わ
れ
る
。

‘

餃
：が
ザ
_

、.本
||!
1_

爾
鶴
点
孤
握
0 '
-
た
#
;
%
农
吹

’書
.と
し
て
利
用
さ
れ
，る
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い
。
著
者 

パ
は
ぐ
圭
金
国
1
^

研
究
歷
0
:国
際
薇
3̂

の
：软
授
-:

蹢
し
た

人
，で
あ
る
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五
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大
阪
市
政
研
究
I

立
十
周
年
：
.

へ
へ
記
念
論
文
集
ぶ
ー
：.

ナ
ノ

':っ

-'
,

『

大
都
市
の
研
究

』

大
阪
市
政
研
究
所
が
創
設
さ
れ
て
以
来
、
既
に
十 

が
ず
ぎ
た
が
、
ハ
同
研
究

は̂

、
"
ぞ

れ

ぼ
先

：立

つて
；
： 

表

け
ら
れ
^

ボ̂
fw
■

研

究

会、
：
*
都

市

行

政

調

查
2
会
.龙
姆
胎
と̂
て
、.
'昭
和11

六
：年
発
足
し
，
関
西

#

'.
. 

:太
学
漱
敎
授>.
'
-
#敦
授
_

狀
妒
匕€

靈

、''
:
-地
ガ
软
：

財
政

<の
，研
究
調
查
に
従
事
し
て
‘き
.た
も
の
で
あ
る
。
 

特
に
、

昭
和
三’
0
年
以
降
は
、
ぞ
の
視
点
を
大
都
市 

に
移
し
.
大
阪
市
を
.メ 
.ィ

ン

• 

•

フ.
パ

一
，

ル

-
K
と

す

■
る

.

:

実
証
的
研
究
、
，ぃ
わ
ゆ
る
”大

都

苽

生

活

圏

の

実

態

調 

查
を
屯
心
.と
す
る
一
速
の
研
究
報
告
を
発
表
し
て
い

■

■

書

ば
' 
甚

_

_

霜

大

都

市

の

：調

：

査
研
究
に
従
事
し
て
き
た
ス
タ
ッ
フ
が

「

そ
の
間
に 

依

得
1>
:本
知
展
钇
»

に
ー1>
;
允
>
:
%も
1>
^
理
：諭

的

見

：べ 

地

に
■お
け
.る
反
省

‘を
加
え
て

.作
成
し
だ」

十
二
の
論 

:

文
系
方
成
；る
同
研
究
所
設
立#
周
年
記
念
論
文
_

で
ハ

あ
る
。
■ 

'

'
::
:
.記
忿
論
文：集
^
あ
ヶ
：於^.
^ ,
様

匕
、
*

書

に

収

録-
 

さ
れ
た
論
文
も
ま
た
、
そ
の
主
題
、
内
容
と
も
に
種 

:
'々.猶
々
¥

あ
^
^
:夫

都

市

行

政%;
'

^
く

ば

大

都

市

圈/.
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に
.つ
%
:

て
：：£
:
.

般
的
論
述g
者

富

成

：.岡

崎)

::
'
:
:
: 

，
か
ら
^
特

录

贬

神

都

市

圈

疼

関

ホ

石

間

題

提

起

/^
中
ー
ン
ー 

沢

で

柏

井

盔

吏

ぢ/下

永

道

事

業

へ

好

把

/
や

人

事

-.
'
.
' 

相

談

，

(

足
立)

_に
至
る
ま
で
多
種
多
様
で
あ
り
、
中 

に

は

、

太

鄯

部

の

：
研

絮

务

ぃ

：
ぅ
へ
に
：
そ

ぶ

わ

、
：
な

ぃ

論

文

:■ 

も
；見
受
け
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
.て
、
各
執 

筆
者
-が
.夫
.々
の
専
門
的
立
：

」

場
：か
ら
規
状
を
み
つ
め
、

ノ

禱
極
的
に
自
己
:^
:«
見
；粘
開
陳1>
-
で
.い
る
の
ば
意
義

あ
る
こ
と
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
点
は
、
大
都
市 

U
へ
般
.ぬ
.つ
.
U
を
の
；論
文
^

か
ぎ
る
な
^ '

ば
、

..

㈠
吉
富 

教
授
が
t>
H
t
h
u
N

M
a
M
s
s

 

の
t>
H
<i
>
»
W
M
P*p

o
w
e
r
， 

1
9
5
9

を
は
じ
め
最
近
の
.研
：究
成
果
を
と
り
い
れ
て
：、 

大
都
市
を
中
.心
と
す
る
©c
^

^
力

'
の

地

域

的

配

殳

を
 

;
問

題

と

へ

し

^

い

2>
.
ら

と

.
、

^

長

浜

敎

授

が

：
大

都

市

_
 

託
画
を
行
政
上
の
ー
区
域
問
題
と
し
：
て

.
規
定
し
ー
、

t

か 

^

^
ら
、
こ
0
区
域
問
讀
に
ぼ
：；
型
が
：；あ

る

と

し

て

、 

、

「

衍
政
上
；
.
の
：
区

域

が

掛

格

を

新

^:
ぃ

観

点

か

ら

再

：検
；
 

翁

す

る

.

」

立
：場
.
に
%'
と

づ

く

，
大

都

市

圈

計

®

の
，
開

発
 

款

画

と:1
>

て

；
の

澈

義

.
を

'^
調

じ

：
て

、

全

国

的

な

立

.場
 

か
ら
の
考
察
を
耍
請
し
て
い
る
こ
と
、
更
に
、
闫
岡 

崎
助
敎
授
が
太

都

市

圈

内

部

の

対

，立
を
、

そ
の
論
理 

的
過
稈
に
は

：

い
さ
さ
^
疑
問
：が.あ
る
に
.せ
ょ
、

論
じ 

.て
い
る
.こ
と
等
に
も
う
-か
が
•え
よ
.う
。
.

.
■'只

全

体

と
.L
<
, 

■
大
都
^

の
.行
財
政
に
；.と
っ
.
て 

基

本

的

前

提

：

と
：：

な

る

：べ

き

社

会

、
：
.経

済

学

的

な

実

態
 

表
理
論
べ
泠
認
識¥.
浅

い
:&
.と
^

惜
し
ま
れ
る
が
、

こ
れ
は
同
.研
究
廉
の
'性
格
か
ら
'い
っT
い
た
.し
か
た 

な
い
こ
と_で
あ
ろ
う
か
。'(
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